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通勤の割合が高い傾向が示された (p (0.01)0 [考察およ
び総務}本研究では、就労環境の婆閣として通勤方法(非
単科嬬群)のみにおいて、望ましい13あたちの歩数の増
加数を達成できた者の数が草子意に認縫を示した也また我々
は、メタポ発症の有無に影響する就労嬰践として、通勤時
間及び通勤時の主主利用のi有無であったことを確認している
(2008、体育学会人それゆえ、企業における就労者にとっ
て、通勤形態において車を使用している場合、 MSの発波
及ひ攻響効来が得られにくいことが示唆されたため、企梁
鎖は単に本人の行動家、容に綴るのみではなく、身体活動愛
を増加させられるような何ちかの取り組みが必要であるこ
とが:考えられる。
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